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は じめ に

　著者は，こ れ まで に本県の 「障害教育 ・福祉 の 源流 」 とそ の 「史的発 展過程」 に関す る 若干

の 論稿 を 『特殊教育学研究』や 『北陸大 学紀要』で 報告 して きた が ，本稿 は
，

そ れ ら の 報告 に

続 くもの で ある 。

　本稿で は ，身体障害 （「肢体不 自由」）者の教 育と福祉 に係 る問題 並 び に 「精神病者」に対す

る福祉問題 に つ い て検討 し ， それ らの 源流 を明 らか に する 。

　今後 とも ，
こ の 方面 に お け る 原 史料の さ ら な る発掘 と幅広 い 分 野 か ら の 検討が

，

一
層推進 さ

れ る よう強 く望 まれ る 。

1 ．身体障害児教 育の 開始

　石川県 に お け る身体 障害児 を対象 と した特 殊学級 （分校 も含 む 。 ） の 開設に は ，以 下 の よ う

な流れ が 見 られ た
。

　
一

つ は
， 昭和21（1946）年開設 の 金沢 市立材木町 小学校付 設 の 「肢体不 自由児の 学級」で ある 。

二 つ は
， 昭和 31（1956）年国立山中病院小児科病棟 に 「肢体不 自由児の 育 成医療施設 が設置 され 」

たこ とに よる 山中町立小 学校及び同 中学校分校ひ ば りヶ 丘 学園の 設置で あ る 。他 の 一つ は ，昭

和33（1958）年 9 月設置の （法）石川整肢学 園付設の 金 沢市立 十
一

屋 小学校及び 同野 田中学校 の 特

殊学級で ある 。 以下 ，こ れ らの 発端 とな っ た諸事情 につ い て 検討す る こ とに した い 。

＊ 法　学　部
Faculty　of 　Law
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　（1） ひ ば り ヶ丘学園 と保健 所医療

　国立 山中病院小児科病棟の ひば りヶ 丘 学園は
， 同病院が北陸 3 県の 「肢体不 自由児の 育成医

療施設」 として 指定 された こ とに よ り， 昭和 31（1956）年 に 開設 され る 〔］）
。 そ の 開設 の 背景 に

は
， 「保 健所 に お ける肢体不 自由児療 育指導」

c2｝
が あ っ た 。 同22（1947）年 「児童福祉法」が 制

定 され ，そ の 「第十八 条の 三 の 三項」に保健所は，「身体 に障害の あ る 児童 の療 育 に つ い て ，

指導を行 うこ と」が規定 される 。 それを受け各都道府県 に療育指定保健所が 設置 され て
， 整形

外 科の 専 門医師 に よ る疾病 の 早期 発見 と治療が 開始 され る 。 石川 県小松保健所 もそ の 指定を受

け，専門医師に よ る 毎月数回 の 0 歳か ら15歳 まで の 障害児の 療育指導 を行 な っ た 。 その 医師が ，

国立 山中病 院か ら派遣 され た 。 受診者 は
， 「28年141， 29年175， 30年 139，31年 426」 と年 々 増加

しつ つ あ っ た 。

〔3 〕

そ の 疾病 を見 る と， 「先天 性疾患 （とくに先股脱） ク ル 病 ， 脊髄性並 び に脳

性小児麻痺 な どを主 と し
， 骨関節結核 ， 骨折 な ど の 外傷骨端炎な ど，ま た と くに指趾瘢痕性拘

縮の肢体不自由を含み 」
C‘ ｝

， 早期療法の 必 要な者が多数い た の で ある 。

　 以上 の よ うな保健所 に よ る療育活動が 背景 に あ っ て ，ひば りヶ 丘 学園の 開設 とな り，「ベ ッ

ドサ イ ド授 業が教諭 2 名に よ っ て 行 なわ れ」
｛［）

る こ ととな っ た の で あ る 。

　（2＞　 「肢体不 自由児」保育 と善隣館活動

　金沢市立材木町小学校 「肢体不 自由児」学級 と石川整肢 学園特 殊学級 の 設置に 当た り，
金 沢

市第三 善隣館の 障害児へ の 福祉活動が ， 直接 ・間接に 影響を与えた もの と考え られ る 。

　戦前 ，
金沢市内各校下 に 方面 委員部 が結成 され ，そ の 方面委員に よ っ て地 域住民 へ の 社会福

祉活動 と社 会教育活動が推 進 され た 。 その 拠点 とな っ た の が
， 方面委員部 自らが設置 し運営 し

た善隣館で あ っ た 〔％

　材木方面委員部 （常務委員 ・荒崎良道）は ，昭和 ll（1936）年第三善隣館を建設す る 。 そ の 建

設費は
， 寄 附金 に よる もの で は な く， 銀行か らの 借入金 で あ っ た とい う 。

　同館で は ， 昭和 13（1938）年愛育保 育園 を開設 し ， 虚弱児対象の 特 殊保育 を始 め る 〔7 ’

。 特殊

保育を始 めた背景 には ，善隣館活動 に係 わる以 下 の よ うな内外の 事情が 見られ た
。 外部的には

，

同地域 に お ける 虚弱乳幼児 の 顕在 は言 うまで もな く， 行政当局の 虚弱児童問題対 策の 推進 の 動

き，例 えば，県当局 の 養護学級 ・看護学級 の 設置計画案 の 提示 （昭和 9 ＜1934＞年）や金沢市

内各小学校 にお け る健康相談所 の 設置 （昭和 ll〈1936＞年）等の 動 きが 高揚 しつ つ あ っ た ［s ）

。

また，内部的 に は
， 同館 に おける恩賜財団愛育会金沢研究分室の 併 置や金沢大学医学部 と の 連

携に よる 母子保健に 関す る診療 の 開始等の 福祉活動 が存在した 。

c9 ）

　昭和 「10年 頃に か けて
， 同市 内で は馬場小学校 を は じめ

， 材 木町 （男児校 ），味噌蔵 町（女児

校），森山町 ，芳斉町 等 の 各小学校 （中略）多 くの 学校に 養護学級が 設置 された」
 

が
， 材 木

町小学校 と味噌蔵町小学校 は
， 第三 善隣館に係わる地区の 小学校で ある 。

こ うした同地区の 小

学校付設養護 学級 の 設置 は，第三善隣館 における愛育保育園 の 特殊保育 と深 く係わ りを もっ て

い た もの と推 知で きる 。

　 同館の 特殊保育に つ い て の 具 体的か つ 詳細 な内容 は定 かで は ない が，看護婦 ， 保母 ， 助手の

各 1名 を常置 させ
曲

， 日光浴 ， 給食 ， 遊 戯 ， 睡 眠 ， 医療等を主 体 に した保育で あ っ た と考え

られ る
（12）

。

　 なお，上記材木町小学校 に お ける戦後の 動 きに つ い て
， 若干付記 して お きた い 。
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障 害 教 育 ・福祉 の 源 流
一

石 川 県 の場 合
一 3

　同小 学校は，戦後間 もな い 昭 和21（1946）年に戦前か らの 実績 を踏 まえて 養護学級 を設置 した 。

その 養護学級は
， 虚弱児学級 と 「肢体不 自由児」学級

〔13｝
で あ っ た 。 「肢 体不 自由児」学級で は，

「金沢大学 医学部整形外科医の 指導を受け，主 として 脊髄性小 児 マ ヒ 後遺症 児の機能訓 練を実

施 し」た 。 短期間 とは言 え，同学級が こ の 教育の 先達的役割 を果た した もの と評価で きる 。

　石川県立養護学校 （「肢体不 自由教育」）は ，石川整肢学 園特殊 学級 を母胎 と して生 まれ た も

の で あるが ，こ の 石 川整肢学園の 設置の 背景 には，次の よ うな事情が 見 られた 。

　第三善 隣館は
， 昭和32（1957）年 「肢体不 自由児の た め の 保育所 を開設」す る

（1°
。 その 開設

の 趣 旨は，以 下の とお りで あ っ た 。

　 「『小児麻痺』『くる 病』等 ， その 他 い ろ い ろ な原 因か ら
， 肢体 の不 自由な 幼児 が家庭経済 の

困難や，整形治療機関 の 寡少，或は距離の 関係か ら，可 愛い い 子供の 障害 に悩 み つ つ もそ の 治

療が 放置 され て い る場合が 多 い 。 是等 の 肢体 の 障害疾患は 幼少 の 時期 に 於て 治療 を施す こ と に

よ っ て成人 の 後に治療する場合 よ り全治或は 障害，疾患 の 滅退除 去 の 効果が 多 く期待 出来る こ

とは 明 らか で あ る 。 之等肢体不 自由児 に 対 し障害，疾患 を治療す る こ と に 重 き を置 い た保育施
　 　 　 　 　 　 　

設 を計画 し ， 学令以前の 児童 を対象として 治療 しなが ら共 に知能 の 発達 をたす け ， 就学 に 適応

す る保育 をする 。 」
qLE）

に あ っ た 。

　また
， 保育の 方法 は

， 「（イ）一般保育 に 準拠す る 保育実施 。 （ロ ）併 せ て 毎 日
一

定の 障害 ，

疾患 に対す る 治療並 び に 訓練 を施す 。 （ハ ）治療 の 方法 は低周波治療，短波 治療 ，
マ ッ サ

ージ
，

其他専 門医師，治療師 に依 っ て 行 う。 （二 ）機能訓 練器 に よ っ て 毎日行 う。lt16）

等で あ っ た 。

なお
， 通園に は

，
マ イ ク ロ バ ス が 使用 された 。

　 こ の 開設 の 背景 に は ，第三 善隣館 を拠点 とする こ の 地域 の 実情 は 言 うまで もない が，同館の

虚弱 児保育の 経験，戦後の 材木町小学校 の 「肢体不 自由児」学級 の 療 育実 績，あ る い は 同31

（1956）年の 国立山中病 院小児科病棟内の 「肢体不 自由児の 育成医療施設」 の 設置等の 諸事情 が

あ り， さ ら に 同館の 責任者で あ っ た荒崎良道 の先駆 的な福祉思 想が あ っ た 。

　こ の 保育所 は
，

昭和33（1958）年 9 月設 置の 石 川 整肢学園 を生 む こ ととな り，同年度 をもっ て

廃止 され る
gn

。 先 に も述 べ た が ，石川整肢学園が石川 県立 養護学校 へ と発展す る わ けで あ り，

石川県 に おける 「療育」の こ う矢 をこ の 第三 善隣館付設の 「肢 体不 自由児」 を対象 と した保育

所 に求め る こ とがで きる の で あ る。

　終 わ りに
， 常務委員 ・荒崎 良道 の福祉思想 に触 れ て お きた い

。

　荒崎 c18｝ は
， 明治35（1902）年高 岡市に て 生 ま れ

，
／J・児ぜ ん そ くで 苦 しみ

， 12歳 で 出家 し
， 20

歳で 同市天 景寺 （曹洞宗）の 住職 とな る 。 後年，金沢市 の 雲龍寺住職とな り，方面 委員（民 生委

員）とし て 福祉活動に 尽力す る 。 昭和51（1976）年永眠 。

　彼は ，「観世 音菩薩 を深 く信ず る仏 教徒」で あ り，彼の 福祉思 想 に は，当然なが ら慈母 の よ

うな宗教的慈悲思想が脈打 っ て い た 。 「福祉 の 出発点 は
，

こ こ ろ の 底 か ら入の ふ しあわせ に 涙

し，共に手を とりあうこ とで あ り （中略）問題 の 根元 まで 深 く思 い をい た し，た とえ少々 苦 し

い 道で あ っ て も ， 真実その 人 の 幸福 に 続 く道 を探 し， 力 をかす の が福 祉 の ある べ き姿だ 」
〔’9・）

ととらえ，それ を実践に移 した 。

　なお ， 付言すれば
， 彼が母子福 祉に思 い を至す よ うに なっ た の は

， 天景 寺住 職時代 に 「寺の

山門の と こ ろ で ，い つ も淋 しそ うにた たず ん で い た幼い 二 人 の 女の 子 を見て か ら （中略）姉妹

の 父親は病 い で 死 に
， 母親は工 場 へ 働 きに 行 っ て い る と い う ， （中略 ）母 と子が

， 安心 して 生
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きて い ける道を造 っ て や らね ばな らん 。 そ う思 うて
，

わ しの
一

生 を
， 今で い う母子福祉の た め

に使 お うと思 っ た」
（2°］ と，自分 の 子 ど もに語 っ た と い う。

2． 県下 の 障害福祉

　本項で は，加賀藩及 び小 野慈善院に 係 る慈 善 ・福祉 問題以外 の 本県 の 障害福祉 に係 わる嚆矢

的な活動 に つ い て検討する 。 特に，第二 次世界大戦前にお ける方面 委員の 係 わ っ た 「精神病者」

に対する対応
， 第二 次世界 大戦後 に お ける 県当局 ， ある い は身体障害者自らが更正 ・授産 ・就

労施設 の 設置 に努力 した こ と等に つ い て論述 したい
。

　（1）　 「精 神病者」に 対す る福祉

　初 め に 『石 川県民生 委員 制度三 十年史』
【2］）

及び 「石川県の 社会事業』
CZ2）に よ り， 本県 に おけ

る方面委員制度を中心 と した福祉 「委員制度」につ い て の 概要 を述 べ ，次 い で 方面 委員が係わ

っ た 「精神病者」へ の 対応問題 に つ い て 論 じた い
。

  方面委員制度の 概要

　大正 6 （1917）年岡山県で の 済生顧問制度設置 を皮切 りに ，翌 年に は大阪府に 方面 委員制度が ，

東 京府社会事業協会で は救済委員制度（大正 11＜1922＞年廃止 ）が発 足する 。 そ れ 以来 ，埼玉 県

で の 福利 委員制 度や 東京市 の 方面 委員 制度等 ， 漸 次全 国的 に こ の 制度が普 及す る 。 昭和 4

（1929）年 12月現在の 「全国方面委 員制度概況 」
t？3〕 は ，『戦前 日本の 社会 事業調査 』に詳細 に報

告 され て い る 。 従 っ て，こ こ で は，本県の 若干の 変遷 と概要に つ い て 述べ る に とどめ た い 。

　本 県で は，「大正 十年五 月郡市長 会議 に お い て 先づ 取 りあげ られ ， 同 六 月郡市社会事務担任

者協議会 で 具体的研究 を行 っ た
。 そ の 結果

一
部 を限 っ て 試験的に 実施す る こ と と し，大正 十

一

年一月県告示第十七号を以 て 『社会改 良委員規程』を公 布 し
， 漸次地域 を拡大 す る主義 を とっ

た」
（24）

。 当初 設置 され た の は ，金 沢市 6小学校 下 ・郡部 4 か 町で あ り， 同年 6 月か ら実質的活

動 を開始 した 。 こ の 制度は 着実 な発展 をみ，上記規程 を昭和 3 （1928）年 「石 川県方面委員規程」

に改 め ， そ の 設 置地 域 を拡大す る 。 昭 和 12（1937）年 の 「方面 委員令」 の 実施 に 伴 い ，同 13

（1938）年 6 月に は県下全町村 に 方面委員部が設 けられ た 。

　 「石 川 県方面委員規程」
 

（昭和 6 〈1931＞ 年改 訂〉の 「第四条」 に は ，「方面 委員 ハ 名誉職

トシ 左 ノ 調査 及実行二 当 ル モ ノ トス 　
ー．生 活状態 ヲ調査 シ 之 ガ 改 善向上 ノ方法ヲ攻究 シ 其ノ

安定 二 務 ム ル コ ト　 ニ ．要救護 者ノ状 況 ヲ調査 シ 之ガ保護及救済 二 務ム ル コ ト　 （後略）」 と
，

8項 目の 「調査及 実行」内容が 規定されて い た 。 な お，「方面委員執務心得」
（ZG）

には ，「
一，方

面委員 ハ 方面居住者 ノ福利 増進 二 努 ム ル ヲ本 旨 トシ隣保相扶 ノ情諠 二 基 キ機宜 ノ処置 ヲ講 ズル

コ ト　 ニ ．方面委員 ハ 随時担当区域 ヲ巡察 シ又 ハ 家庭の 訪問ヲ ナ シ
ー
般生 活状 態 ノ真相 ヲ調査

攻 究 シ 適 当 ノ処置 ヲ講 ズル コ ト （後略）」等 ， 詳細 な心得が規定 され て い た 。 こ れ らの 規程 に

則 り， 各地 区の方面 委員は ， そ の地 区ご と の 特殊性を調査 した上 で，生活改善 ・福祉向上 の た

め の 「機宜 ノ 処置」 を講 じた の で あ る 。 こ の 方面委員 （制度）は ， 昭和21（1946）年 9 月に民 生委

員（制度）に発展的に移行 し，現在に至 っ て い るわ けで ある 。

　  保護所 の 設置

　 「方面 委員 の 事業は調査が 基本で あ り， 調査が な くて は
， 方面委員事業は適正 に行なわ れ な
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い 」 とされ ， 「極め て 小規模の 調査」で あ っ て も重視 された 〔2％ 金沢市方面委員 の 社会調査の

結果 ， 精神障害者 を家族の
一

員 に も っ て苦 しい 生 活を余儀無 くされ て い る多 くの 家庭の ある こ

とが判明 した の で ある
。 「当時 ， 精神障害者が 家族 の

一
員に い た場合は

， 病院に 収容す る と莫

大 な費用が かか る の で
， 自分の 家で その 精神障害者を監視す る こ と に な るが

，
そ の 場合 は

， 精

神病者監護法 とい う法律が あ っ て
，

こ れ に 従っ て 座敷牢を造 らなけれ ば な らな い 。 その 座敷牢

に 規定があ り， その 寸法は
， 四 方が九 尺，高 さが十尺 ， 床下 に

一
尺五 寸の ゆ と りが な くて は な

らな い
。 そ し て ，柱 は 四寸角で ，高さ四 尺五 寸，幅が 二 尺

一
寸 の 扉 を つ けな けれ ば な らない 。

さらに ，看護人 をつ ける こ とが 義務づ け られ て お り，家 の誰 か一人が看護 人 とな らなけれ ば な

らな い
。 その よ うな状態で

， その 家 はた ちまち生 活 に 困る とい う具合で 」
cza）

あ っ た 。

　金沢市方面委員事業助成会 （昭和 4 〈1929＞年発足 ）は
， 昭和 6 （193i）年 2 月 6 日河北郡浅川

村 （現金沢市）鈴見に 「市内精神病者中 ， 治療費 と看護 に 悩 む」
｛”｝

「中産階級以 下 ノ 精神病者

ヲ収容シ 其ノ看護 ヲ ナ ス 」
 

鈴見保護所を創設 した の で ある 。 こ の 創設 に 当 た っ て は
， 「市有

財 産 タル 土 地 建物 ノ無償貸与ヲ受ケ」るな ど，金沢市当局の 援助 を受けて い る 。 収容定員35名

で
， 12名 を収容 して 出発 した が

， 「入所料
一

日五 拾銭乃至参拾銭」 で
， 「従業員，看護手二 名，

嘱託医二 名」とい うス タ ッ フ で あ っ た t31）c32）
e

　上記保護所が創設 され たが，早々 に して対象者が増加 し
， 拡張問題が生 起する。 昭和 8 （1933）

年に は，「第四 回全国方面委員大会」に て 「精神病者に対する施設に 関する建議」が な され た り，

金沢市方面 常務委員会で 「精神病者療養所建設の 件」が議題 に掲げ られた りす る c3｝
。 金沢市方

面委員事業助成会は，昭和10（1935）年11月ll日 「鈴見保護所 ト同主 旨 ノ 下 二 ，（中略）元 ノ小野慈

善院 ノ建物 ヲ 買収 シ テ 新築 シ」， 収容定員 100名の 常盤 町保護所 （金 沢市常盤町）を創 設 し
， 「従業

員，看護手四名，嘱託医二 名」 の ス タ ッ フ で 出発 させた の で あ る ｛M ）。

　金沢市方面委員事業助成会経営で は あるが ，「県下
一

円に亘 り，市 ・郡方面委員部 と連絡を

保 ち中産階級 以下の 精神粍弱病者 を収容看護」〔35） した 。 昭和 16（1941）年現在 で 「入所料規定

は五拾銭 （郡部六拾銭）なる も ， 家庭 の 事情 によ り減免 の 取扱」を した 。

　以 上述 べ た 両所 が，現 「常盤 園」（金沢市鈴見 台，野 々 市町中林）の 前身で あ り 〔3fi〕
，先に 述 べ

た小野慈善院の 外 に見 られ た 「精神 病者」 へ の 対応で あ っ た 。

　 なお，昭和 10（1935）年頃 の 医学界 に おける 「精神病 の 治療成績 と予後」 の 状 況は
， 鈴木直光

の 「精神病者 と離婚問題 」
〔37）

の 中に詳細に報告され て い る の で ，こ こ で は ，こ の 障害に係る

医学的諸問題 に つ い て の 論議 を避ける こ とと した い 。

　  　身体障害者 に対す る福祉

　こ こ で 論ずる 「身体障害者」の 意 は
， 運動障害 をもつ 入 たちの 意で ある 。

  更正 ・授産施設の 設置

　金沢市 に お ける 地域住民を対象 と した授 産事業の 発端 は
， 各地域 の 方面委員部経営 の 善 隣館

活動 に見 られ た 。 昭和 9 （1934）年に 始 まる同館の 授産事業は
， 第二 次世界大戦 時 を通 じて県下

全域 に 拡大発展 する
C38〕〔39｝

。 しか し， そこ で の 障害者 へ の 係わ りは
， 現在 不明で あ る 。 こ うし

た人た ち へ の 更正 ・授産に係 わ る問題 は ，戦後早 々 に 社会化 する 。

　本県 にお ける 身体障害者 に 対す る更正 ・授産 を目的 と した施設設置の 戦後当初 の 流れ に は ，

二 つ の 流れ が見 られた 。 その
一

つ は 「生活保護法」 に係 わ る施設設置で あ り，他 の
一

つ は 「身
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体 障害者福祉法」 に係わ る施設設置で あ っ た Q

　 ア ．山中授 産所
“°）

　江沼郡 山中町 の 国立山中病院内 に発足 した山中授産所は ，昭和23（1948）年 3 月 「生活保護法

に よる保護施設 と して認可」 された県内最初の 身体障害者 に対す る保護施設で あ っ た 。 こ の授

産所 は，「昭和二 十二年十
一

月設立 され た北 陸地区特設厚生寮が ，山中町 よ り委託 を受けて経

営」 し， 「竹細工
， 洋裁 ， 写真 ， 印判彫刻 ， 農芸 ， 養畜 ， ク リーニ ン グ」部 門があ り，

こ こ で

は 「51名 の 身体障害者が更正 を 目指 して 日日授産授職を受け」 （昭和25＜1950＞年現在）て い た
。

　 イ．石 川 県更正指 導所 ・同更正相談所 （41 ）

　石川県更正指導所 ・同更正 相談所 （以下
， 更正指導所 とい う。 ）は，石 川県が昭和26（1951）年

8月 「身体 障害者福 祉法 の 趣 旨 を体 し」設 置 （金沢市 十
一

屋町）した もの で ある 。 本 施設 は，

「比較的中等度の 身体障害者で ，そ の 身体障害者が整形外科的治療 の 結果一応 固定 して い るが，

い まだ 日常生活 に は生 理 的 ， 心理的 に 充分 に 適応で きな い もの に
， 適正 な指導の も とその 福祉

と職業 の 安定 とを得 させ る た め に ， 職業補導施設 を併置 して い る 点」に特徴 を もち ， 公 的施設

と して は戦後最初 の 施設で あ っ た 。

　その 経営 の概要 は
，

以 下 の 通 りで あ っ た 。 （た だ し
， 昭和 33＜1958＞年現在で ある 。 ）

（ア ）定員 ・期間

（イ）教授科 目

（ウ ）寄 　 　宿

（エ ）作業手当

（オ）相談所

（カ ）事業 内容

　  

五 十 名 ，

一力年

ラ ジオ，洋裁，編物 ，手芸，謄 写筆耕，竹工

四十五 名

一
日四十 円，食費

一
日七十円

福祉 司
一

名，判定員二 名，医師三 名，看護婦
一

名

　　　　　 相談指導 ：相談 に応 じ
， 諸検査 ・諸調査 を行 な い

， 作業訓練そ の 他 の 後療法の 指

　　　　　導，適職 の 指導等 ，更正 の 方途 を指 導す る 。

　　　   　収容指導 ：通所可能な者以外は，す べ て寄宿寮に 収容 し，作業訓練，職業補導，生

　　　　　活指導 を行 な う。 作業訓練 は
， 「職業再教育へ の 準備或 は職業生活復帰 の た め の 機能

　　　　　回復手段 と して 行 い （中略）特殊器械 ， 用具 を使用 し ， 物療法 と共 に ， 単純 な分節運

　　　　　動か ら次第に複合的，協同的な筋 肉の伸縮 を要求する運動に 進 め，体位障害部位の 回

　　　　　復を図 り， 逐次障害の 度 と適正 に 応 じた適職に つ き新 しい 職業更正 の 途を切 りひ らい

　　　　　て行 くようにする」 もの で ある。

　　　　  　義肢補装具等の 製作並 び に修理

　　　　  　卒後指導 ・相談 ：卒 業後 自営 また はその 他 の 方法 に よ り，
生計 を営 ん で い ける よ

　　　　　う相談に の り，職業の 斡旋等 も行な っ て 「社 会適応が完全 に な る迄後指導」を行な

　　　　　う。

　その後 ， 石川県は，昭和29（1954）年 6月金沢市野田町に 「金沢授産所」 を発 足 させ る
“2｝

。

  就労施設 発展の 背景

　昭和50（1975）年 9 月 「か らだ の 不 自由な 人たちが働 く福祉工 場が （中略）加賀市潮津 町 と石

川 郡野 々 市町 末松に オ
ープ ン した」

｛43 ｝が ， 前者は
， 「シ ャ ツ や ゆ か た の ク リーニ ン グ の 下請 け

をす る社 会福祉法人 の 重 度身体障害者授産施設 ・南陽園」 で あ り， 後者は ，縫製，軽印刷，義

肢（し）製作の 三部門 をもつ 県身体障害者福祉工場 「石川サ ニ ーメ イ ト」で ある
鋤

。 なお ， 南陽園
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の 定員は 56名で あ り，県 身体障害者福祉工 場の 定員は 75名で ，「中度 ， 重度」の 身体障 害者が

中心で あ り， 「車イス の 人 ，

一
級 の 重 い 障害 の 人 ， 働 くの が初め て の 人な ど」 が い た

 

。 同工

場 は，「作業能力は あるが
， 職場の 設備 ，通勤 困難 な どの 事情の た め

一
般事業所で 働 くこ とが

で きな い 身障者に職場 を与え よ うと の 目的」で
， 県が 厂

一
億 五 千百三 十七 万五 千 円の 事業費を

投 じて 」建設 した もの で あ り， 県は
，

「新し く設立 した社会福祉法人 石川 サ ニ
ー

メ イ ト （中略）

に無償貸与 して 運営 に当た らせ」 た の で あ る   ｛4％

　こ こ で は，この 県 身体障害者福祉工 場の 建設に 至 っ た 背景 ， 言 い 換 えれ ば，そ の 発端の 状況

に つ い て論 じたい
。

　こ の 県身体障害者福祉工場 が建設 され る に 当た り， 先 に述 べ た 更正指導所 に お ける指導 の 影

響とそ こ での修了生 た ち の 挑戦 があ り， 就労へ の 努力の 過程 が見られ た。

　 ア ，共伸縫製工 場の 誕生

　昭和43（］968）年 3 月 8 日 「共伸縫製」が ，「金沢市千日町 5番 4 号（浜野 哲郎代表 ， 資本金 百

十 万 円）」で ，身体障害者 の縫製工 場 と して 誕 生 した
 

。

　浜野代表 は
， 「み ずか らが下半身に 障害」 をもつ 人で あ り， 「県身障者更正 指導所」 の 修 了生

で あ っ た U9］

。 「身障者は
一般 の職場で は とか くひ け 目を感 じや す く， もっ て い る能力 を出 しき

れ な い 。 身障者 だけの 働 く職場が で きた ら」 と
， 浜野代表 は

， 友人二 人 と昭和42（1967）年の 暮

れか ら設立の 準備 に と りかか っ た 〔5°〕
。 「社会の お荷物 に ならず，自立 の 精神 で

， 自分 ら の 工 場

を作ろ う」 との 呼びか けにユ2名が 参画 し，「当初 は十三 人 が個人 形式で始め」 られた （5「〉
。 「千 日

町の 木造二 階建て の 民家 （百二 十八 平方 メ ー トル ） を借 り」 「ミ シ ン や裁 断機 を買入 れ」，「輸

出用 ブ ラ ウ ス 縫製工 場」 と し て発足 した
くM ）

。 半年後 に は
， 「ミ シ ン ニ 十二 台 を備 え （中略）三

十六 人 が働 い て」「千二 百五 十ダー
ス 」（当初四 百 ダ

ー
ス ）の 月産 目標 を立て る まで に 成長す る

（“）

。

発足の 翌年，親会杜 の 工賃支払方法の 関係で 「倒産
一
歩寸前に追 い 込 まれ」，「同市醒 ケ井町の

佃縫製」 の 専属工場 と して 再 出発 し軌道 に 乗せ たが，作業場 の ス ペ ース が狭 く，雇用希望者を

十分 に受け入 れる こ とはで きなか っ た 〔5
％

　 イ，共伸縫 製 工 業企 業組合 の 結成

　雇用希望者増加 に よ り， 「新工 場 を建設す る」必 要性が 生 まれ
， 「政 府系金融機関か ら低利，

長期 の 融資 を受 け」る た め
， 「協 同組合 に 組織変更 し ， 文字通 り全員経営 参加 に 乗 り出す こ と

にな」 り，「九月
一

日設立 を」県へ 申請 したの で ある
〔5
％

　 身体障害者 の 県内た だ
一

つ の 共同事業所 「共伸縫製工 業企業組合」 （理事長北元喜雄）は 申

請通 り認可 され，金沢市弥生 1丁 目19番31号の 民 家を敷 き地 とも購入 し，昭 和45（1960）年 3 月

千 日町作業場か ら移転 した
〔5
％ 組合員は，「発足

一
年九 カ月で ，自分た ち の 工 場が もて る」 と

喜び
， 県関係者 らもその 出発 に 当 た っ て 「お祝 い と激 励の こ と ば」 を贈 っ た

（57）
。 敷 き地購入

や作業所の 整備に当た っ て は ，石川県社会福祉協議会の 資金 貸 し付けに よる援助 ，ある い は 石

川県に よ る 助成金 の援助が あ っ た
（ss）

。

　 同組合 は，昭和 47（1972）年 「よ うや く黒字 を計上，自立の メ ドをつ け押
）

， 県身体障害者福

祉工場 （社会福祉法人石川サ ニ ーメ イ ト） へ と移行 す る前年 の 昭和 49（1974）年末で ，「身障者

三 十五 人 で子供服 の 縫製 だ けで 月産一
万枚で三 百万 円 の 加工 賃をあげ」て い た  

。

　 「共伸縫製工 業企業組合」組合員 の 「苦 しい こ れ まで の 工 場経営の な か で の 合 い こ とば」は
，

「一日 も早 く重度の 人 を中心 とす る第ニ 工 場 をつ くりた い 」，「重度身障者が 働 く喜 びを味わ え
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る 第ニ 工場づ くり」 で あ っ た CGI｝
。

　昭和 48（1973）年 6 月県議 会に 「福祉工 場建設」 の 請願が出 され
， 昭和49年度の 福祉 関係予 算

の 中に 「心身障害者福祉工 場」 （仮称）建設予算 （二億四百四十三 万 円）が盛 り込 まれ る
｛6
％ 同

工場 は
， 「石川県身体障害者福祉工 場」 と命名 され，昭和50（1975）年 9 月 1 日か らス タ

ー トし

た C63）
。 業種は，「縫製（女子子供服）印刷 （軽印刷）補装具 （身障者用 義 し， 義足 な ど）」で あり，

「七 十五 人が働 くこ とがで き （中略）二 十人収容の寮 も建 て られ （中略）新 し く設立 した社会

福祉法人石川 サ ニ
ー

メ イ ト＝＝：太陽の 友一 （北元喜雄理事長）無償貸与 して 運営 に 当た らせ る」

こ と となる
“ n）

。 同福祉 工 場は
， 社会 的な幾多の 試練 と荒波に もまれ ，また ，県民 の 私的 ・公

的な善意と援助を受け ， 本来の 職業的 自立 を 目指 して 現在 も努力 して い る 。 こ うした福祉工 場

の 建設 に係 る出発 点は
， 先に述 べ た身体障害者 自らが設立 した 「共伸縫製」で あ り，「共伸縫

製 工 業企 業組合」で あ っ たの で あ る 。 重 複す るが ，県当局や関係者の 心 を動 か し，福祉工場業

務 の 中心 を担 っ た は 「共伸縫製工 業企業組合」 （昭和 50q975 ＞年 8 月末 日解散）cos｝で あ っ た こ

とか ら も明らか な こ とで ある 。 北元理事長は ，福祉工場 の 竣工 式の 席 上 ，「
一

粒 の 麦 も播か ね

ば み の らない
。 それ が た とえ不 可能 な事で あ っ て も， それ を不可能 と しない で や り抜 く事が 人

間 の 威信を守 る こ とで あ り， そ れが 人 間愛に発露する と こ ろ に ， 人 間 の 尊厳が維持され る 。 思

えば今 日迄十年間 ・・…　　 不 可能 とい われ て て も歯をくい しば っ て 頑張 りつ づ け て きた，心

の 友と とも に今 日 の 日を よ ろ こび ，明 日か ら また苦難 に 向か っ て 進 もう 。 （中略）県民 の み な

さまよ りお借 りした その 工 場で
，

よ うや くみ の っ た一粒 の 麦 を ， すべ て の 身障者の 上の 豊か な

る実 りに まで み の らせ た い
。」

〔CO，
と述 べ て い る 。

こ こ には ，福祉活 動の 基 本的理 念 と こ の 道の

険 しさが 示唆 され て い る 。

おわ りに

　石川県 に お ける 身体障害者の 教育 と福祉 に 係 る 問題並 び に 「精神病者」 に 対する福祉問題 に

つ い て 検討 を加え，それ らの 源流 を明 らか に して きたが ，終わ りに，得 られ た若干 の 知見 を以

下 に ま とめ て ，本稿 の 結 び と した い
。

1 ，国立 山中病院小 児科病棟内 「ひ ば りヶ 丘学 園」 の 開設 の 背景 に は ，同病院整形外科か ら派

遣 された小 松保健所 の 医師に よ る 医療活動が あ り，
こ うし た病院 と保健所 と の 医師派遣 に よ

る絡 みが 開設の 発 端 とな っ た の で ある 。

　 金沢市の 第≡ 善隣館は ，社会福祉活動 として，戦前には 虚弱児保育を，戦後に は 「肢体不

　自由児保育」 を実施 した 。 両者 は い ずれ も ， 障害児教 育の 促進 と深 く係 わ り， 特 に後者 は
，

本県 の 「肢体不 自由1 養護学校教育の 発端 とな り，こ の 教育の 発展 に貢献 した 。
こ の 第三善

隣館 の 障害児福祉活動 の 背景 に は
， 荒崎 良道方面 （民生）委員の 宗教的慈悲思想 を基底 と した

先駆 的福祉思想が 見 られ た 。

2．本県に お ける 「精神病者」に対す る福祉的 な対応の 先駆 は，創設の 古 い 小野慈善院 に お い

て 見 られ たが ， 昭和期 に 入 っ て
， 同院の 外に 「金沢市方面 委員事業助成会」に よ る 隣保活動

の 中で も見 られ た 。 そ れ は
， 同助成会 に よる 「精神病者」収容の 「保護所」 の 設置で あ り，
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2 か所 に作 られ
， 対 象者 は 県下 全域 に 及ん だ 。 現 「常盤園」の 前身が

，
こ れ ら の 「保護所」

で あ っ た 。

　身体障害者に対する更生 ・授産施設 の 設置は
， 戦後 を待 た なければ ならなか っ た 。その 設

置 には，「生 活保 護法」 に係 わ る もの と 「身体障害者福祉法」 に 係 わ る もの とが見 られ ，前

者 に 「山中授 産所」が あ り，後者に 「石 川県更生指導所 ・同更生相談所」が あ っ た。後者 の

修了生たちが ， 自ら後年就労問題 に取 り組む こ ととなる 。

　身体障害者 の就労施設 として 昭和50（1975）年 9 月 「石川県身体 障害者福祉工 場」が県 当局

の もとで 建設 されたが，その 建設の 背景 には，身体障害者 自らが 設 立 した 「共伸縫製」 の 経

営努力 と，さら に その 作 業所 を発展 させ た 「共伸縫製工 業企業組合」 の 全 員参加 の経営努力

があ り， 組合員全員の 切 実 な願 い が あ っ た 。

付記　本研究 の
一

部は
， 「善隣館活動 と障害福祉 一金沢市の 場合 一

」 と題 し ， 日本特殊教 育学

　　会第34回大会 （東京）に て 報告 した 。

　　　 なお
， 末尾 で あ るが，本研 究 は

， 「北陸大学特 別助成 金」 の 補助 に よ っ た もの で あ り，

　　 こ こ に付記 し，北 陸大学 に対 し て深甚の 謝意 を表す る次第で ある 。
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